
推定地下⽔位

横 断 2

推定地下⽔位

横 断 1

横断2

横断1

地下⽔位が計画トンネ
ル⾼さよりも低いこと
を確認（W5）

酒蔵群の⽔源は⾓間川沿い
の沖積堆積物(al)中に存在
fdは沖積堆積物を薄く覆う
扇状地堆積物

活断層に沿って湧出する⼭地深
層地下⽔

計画トンネルよりも深い位置を
流動する⼭地地下⽔

地下⽔位が計画トンネルと同程度
であることを確認（W4）

活断層に沿って湧出する⼭地深
層地下⽔

福沢川流域の表層地下⽔とし
て存在する⼭裾地下⽔

地質平⾯・調査等位置図及び地質断⾯図（標⾼２倍表⽰）

福沢川

本図は、準備書に⽰した既存資料調査及び現地調査結果に基づき作成した現時点の認識であり、今後の調査により変わる可能性があります。

本図は、準備書に⽰した既存資料調査及び現地調査結果に基づき作成した現時点の認識であり、今後の調査により変わる可能性があります。本図は、準備書に⽰した地質平⾯図及び活断層分布を拡⼤し、酒蔵・湧⽔・⾓間川流量等観測地点を⽰した図になります。
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推定地下⽔位

トンネル縦断

推定地下⽔位

計画道路縦断

計画道路縦断酒蔵群の⽔源は⾓間川沿い
の沖積堆積物(al)中に存在
fdは沖積堆積物を薄く覆う
扇状地堆積物

地質平⾯・調査等位置図及び地質断⾯図（標⾼２倍表⽰）

福沢川

横断3

横 断 3

地下⽔位が計画トンネル⾼さよ
りも低いことを確認（W5）
計画トンネルよりも深い位置を
流動する⼭地地下⽔

地下⽔位が⾓間川河床⾼よりも低い
ことを確認（W7）
⾓間川流域の伏流⽔及び表層地下⽔
として存在する⼭裾地下⽔

地下⽔位が計画トンネルと同程
度であることを確認（W4）
福沢川流域の表層地下⽔として
存在する⼭裾地下⽔

活断層に沿って湧出する⼭地深
層地下⽔

地下⽔位が⾓間川河床⾼よりも低い
ことを確認（W7）
⾓間川流域の伏流⽔及び表層地下⽔
として存在する⼭裾地下⽔

⾓間川流域の伏流
⽔及び表層地下⽔
として存在する⼭
裾地下⽔

本図は、準備書に⽰した地質平⾯図及び活断層分布を拡⼤し、酒蔵・湧⽔・⾓間川流量等観測地点を⽰した図になります。

本図は、準備書に⽰した既存資料調査及び現地調査結果に基づき作成した現時点の認識であり、今後の調査により変わる可能性があります。

本図は、準備書に⽰した既存資料調査及び現地調査結果に基づき作成した現時点の認識であり、今後の調査により変わる可能性があります。

2



⾓
間
川

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

0.0

2.5

5.0

7.5

10.0

12.5

15.0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

⽔
温
（
℃
）

流
量
（m
3/
m
in
）

⾓間川の観測地点番号

流量（m3/min）

水温（℃）

※測定は、平成30年1⽉（冬季）

計画道路渡河部
で有意な流量増
加、下流に従い
有意な流量増加
は確認されない

活断層延⻑部付近で、有
意な⽔温上昇を確認

地下⽔位が⾓間川河床⾼さよりも低く、
有意な流量増加がみられないことから、河
川⽔が伏流していると考えられる
計画道路は⾓間川を橋梁で渡河するため、

伏流⽔は阻害されない

⾓間川流量観測地点図

福 沢 川

⾓間川の上流から下流にかけての流量及び⽔温変化

⾓間川から福沢川にかけての計画道路地質縦断図

地下⽔位が⾓間川河床⾼よ
りも低いことを確認（W7）
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酒蔵の⽔源の地下⽔位変動

※1は密閉式井⼾で⽔位測定不可

どの井⼾の⽔位も同じ挙動で安定しており、
同⼀帯⽔層の⽔位であると考えられる

本図は、準備書に⽰した活断層分布図に、酒蔵・湧⽔・⾓間川流量等観測地点を⽰した図になります。

本図は、準備書に⽰した⾓間川の流量及び⽔温の測定結果をグラフ化した図になります。

本図は、準備書に⽰した既存資料調査及び現地調査結果に基づき作成した現時点の認識であり、今後の調査により変わる可能性があります。

本図は、準備書に⽰した酒蔵群の⽔源の⽔位の測定結果をグラフ化した図になります。
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10 地蔵寺
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5 南沢

主な対象 温泉源泉

特徴
霧ヶ峰地域を涵養源として、涵養後に深い深度を流下し、霧ヶ峰火山活動により温められ
た花崗岩類を流下する過程で昇温し、諏訪市街地の活断層部で湧出すると考えられます。
地形的な分水界を越えた集水域を持つ地下水と考えられます。

実施区域との関
連性

実施区域よりも深い深度を流動し、実施区域には関連しない地下水と考えられます。

主な対象 霧ヶ峰水源群、地蔵寺湧水、水道の水源

特徴
山地深層地下水と同様、霧ヶ峰地域を涵養源として、一部は高標高部で湧水として、一部
は浸透して山裾部で湧水として湧出する地下水と考えられます。山地深層地下水と同様、
地形的な分水界を越えた集水域を持つ地下水と考えられます。

実施区域との関
連性

実施区域よりも深い深度を流動し、実施区域には関連しない地下水と考えられます。ただ
し、地蔵寺、秋葉神社では、実施区域と関連性のある山裾地下水の一部混入が考えられま
す。

主な対象 阿弥陀寺湧水、実施区域近傍地下水

特徴
河川からの伏流水と比較的近傍の低標高部に降った雨水を涵養域とし、山裾からの湧水及
び表層地下水として存在する地下水と考えられます。

実施区域との関
連性

実施区域に近く、実施区域と関連性が強い地下水と考えられます。

山地深層
地下水

山地
地下水

山裾
地下水

酒蔵、⾓間川、温泉源泉の⽔質 地下⽔観測孔、湧⽔、温泉源泉の⽔質

5.0 2.5 0.0 2.5 5.0

W4

山地深層地下水

山地地下水

山裾地下水

角間川

 ● 酒蔵群の水源 

● 角間川 

● 温泉源泉 

地下⽔観測孔、温泉源泉、⽔道⽔源の⽔質

事業実施区域の⿃観図

⾓間川に沿った模式断⾯図（Ⅰ−Ⅰ）

トリリニアダイアグラム

ヘキサダイアグラム

 ● 事業実施区域近傍地下水 

● 湧水 

▲ 霧ヶ峰水源群 

● 温泉源泉 

地蔵寺

霧ヶ峰⽔源群

南沢⽔源

事業実施区域

近傍地下水 水道の水源 湧水 温泉源泉 酒蔵の水源

H30.1.23 H30.2.20

H30.3.23 H30.4.25
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12 阿弥陀寺
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本図は、国⼟地理院の基盤地図情報数値標⾼モデルを3次元化し、主要な保全対象地点及び事業実施区域を図中に
⽰したものになります。

本表は、準備書に⽰した地下⽔区分表になります。

本図は、準備書に⽰した地下⽔観測孔、温泉源泉、⽔道⽔源、湧⽔、⾓間川等のイオン分析結果をグラフ化した図になります。

本図は、準備書に⽰した地下⽔観測孔、温泉源泉、⽔道⽔源、湧⽔、⾓間川等のイオン分析結果をグラフ化した図になります。

本図は、準備書に⽰した既存資料調査及び現地調査結果に基づき、地下⽔の流動経路をイメージ化した図で、
今後の調査により変わる可能性があります。
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